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　振り返りアンケート結果から、全ての項目において 80％以上の生徒が「未到達な部分はあるものの

概ね満足できる」と回答している。項目別にみると『協働する力』及び『科学的思考力』の項目が、「非

常に優れている」と「十分に満足できる」を合わせて 70％を超えている。『協働する力』については、

アクティブラーニング（知識構成型ジグソー法）を適宜取り入れながら授業を行い、グループ内で対話

を通し協働的な学びを行ってきた結果、より深く関わり合いながら成し遂げる達成感を感じることがで

きたと考えられる。他の人の意見に傾聴し新たに自分の意見を考え直すことで、より深い学びにも繋が

っている。『科学的思考力』については、これまで根拠を持って論理的に説明することや、疑問に対し

見通しを持って考察し解決する場面が少なく、科学的に思考する態度が不足していた分、少ない経験で

も思考力の深まりを実感できたと思われる。しかしながら、生徒の自己評価は高かったものの、授業や

実習において科学的思考力を発揮する場面は少なく、科学的に思考する態度が定着しているとは言い難

い。今後は、さらに、科学的に思考するプログラムを増やしスキルを定着させることや、大学との連携

の中でより高い科学的思考力を育成した

い。今年度、新たな取り組みとして SS 健

康科学を行う中で、担当者同士や外部と

の連携に時間を費やし、授業内容や形態

など細部にわたり工夫することがあまり

できなかった。全体的には当初の目的通

り、大学との連携の中で「保健」と「家

庭」が重複する項目を系統的に扱うこと

ができ、さらに、地域が抱える健康・医

療の諸課題について、多角的にアプロー

チすることができ教科横断的な側面も含
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